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సނࣄʹΑΔ֎ইʹؔ͢Δڀݚ  
ᴷۙ年の֓ཁᴷ

ཧ事・医ྍ研究センλーɹՃ౻ɹཾ一

JA共済総合研究所が平成 3 年に発足してҎདྷ、医ྍ研究研म部にお͍て
農ړࢁଜ地域のަ௨事ނ医ྍ等に関͢るௐࠪ研究を主な研究対としてҐஔͮ
け事業を行ͬてきたɻަ௨事ނで಄部֎ই、֎ই、各छંࠎ・関અଛইを
受ইしたױ者を中৺に、ͦのஅܦա、దなྍ࣏法、͞ΒにޙҨোと֎
ইとのҼ果関ఆ、ഛঈのൣғなどをจֶݙ的にௐࠪ研究しߟを行ͬてき
たɻͦしてͦの成果を༻͍て、JA共済連の୲者を対としたນு研मセン
λーでの研म会JA共済連全国本部ٴび各県本部での共済業を௨͡た実
୲者のޙ方支援として活ಈしてきたɻ͞Βに現のニーζ࣌とともにม
ભ͢るަ௨事ނ֎ই࣬ױトϐοΫスのٵऩと͜ΕΒに対͢るݟ解共済事業上
の方のऔりవめなどを、大ֶපӃ総合පӃのઐ医、法Ո、ֶઐՈ
などとの共同研究を௨͡て 30 年ؒにΘたり実ࢪし、自ഛ共済のޙҨোೝ
ఆ業支援解事Ҋの૬ஊ業を行ͬてきたɻಛにۙ࠷の 10 年ؒに、౦
පӃ、ΧϦϑΥルニΞࡍՊ大ֶ、࿏Ճ国ࣃ医Պژ大ֶ、関౦労災පӃ、౦ژ
भ立大ֶΞーόインߍなどの協ྗをಘて「֎ই性ܱ部症ީ܈とࠊ௧のซ発」（平
成 22 ʙ 24 年度）、「֎ই性ᡲ൘அ྾のྟচ的ಛに͔͔るௐࠪ研究」（平成 22
ʙ 24 年度）、「֎ই性ܱ部症ީ܈の解ֶ的ج൫構ஙに関͢る研究」（平成 25
ʙ 27 年度）、「ᡲ൘அ྾に関༩͢る新たな解ֶ的ݟのྟচ応༻をめ͟した
し研究」（平成ڮ 26 ʙ 27 年度）、「5'CC ଛইの解ֶ的、ը૾அֶ的研
究」（平成 26 ʙ令和元年度）などを実ࢪし、関連ֶ会จ、ใࠂॻ、ϗーϜ
ϖーδ等を௨͡てใ発৴し、業をੵみॏͶてきたɻ

し͔し平成 16 年にަ௨事ނの発生݅ 95 ສ݅、受ই者 118 ສ
人とϐーΫにୡしたあとঃʑに減গにస͡、令和元年の発生݅年ؒ 38
ສ݅、受ই者 46 ສ人とܹ減し、͜Εにͬてࢮ者も年ؒ 3 ઍ人と大
きく減গしてきた（206 ทਤࢀর）ɻ͜のܶ的な減গ各छのަ௨ࡦ
自ಈंの҆全性ٕज़の上、͞Βに֎ই医ྍのਐาがޭしたものと͑ߟΒ
Εるɻ

一方、地域で生͡るෆྀの事ނのදでॏ大なものに、ససམ事ނがあるɻ
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ససམ事ނ高齢社会のਐలとともに年ʑ૿Ճし、ససམをݪҼとし
たࢮ者平成 21 年の࣌で 7300 人を超͑ަ௨事ࢮނ者と΄΅同とな
り、平成 22 年Ҏ߱ٯసした（ਤ）ɻͦのޙもٯసしたの開き年ʑ૿大して
おり、平成 30 年で 9600 人をಥഁし、ަ ௨事ࢮނ者の 2 ഒҎ上となͬたɻ
65 者のࢮނると、ަ௨事ݶにނҎ上の高齢者のససམ事ࡀ 3 ഒҎ上となͬ
て͍るɻ·た、「స・సམ・མ」によるࢮ事ނの機స、スϦοϓ、ͭ·
ͣき、よΖめきによる同一平໘上でのసで軽ඍな事ނঢ়گが 86�7% と࠷も
ଟく、֊ஈ高所͔Βのసམগな͍͜とがಛとなͬて͍るʦ�ʧɻ

（ਤ）ෆྀͷނࣄʹΑΔࢮͷਪҠ
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·たసによるࢮ事ނҎ֎の、ંࠎを中৺と͢る受ই者も年ʑ૿Ճして
おり大なに上るとਪଌ͞Εるが、͜の͏ͪ࠷もॏཁな大ḰۙࠎҐ部ંࠎを
ྫにとると平成 22 年で年ؒ 18 ສ人、令和 2 年に 25 ສ人、令和 12 年
に 30 ສ人、令和 22 年に 32 ສ人の大ḰۙࠎҐ部ંࠎが発生͢るとਪ
Εて͍るʦ�ʧɻ͞ܭ

大ḰۙࠎҐ部ંࠎ大部分が同一平໘上での軽ඍなస事ނで生͡४ٹ急的
खज़ྍ࣏をཁ͢るંࠎであり、ྍ࣏の༏ྼͦのޙの生ଘཁհޢঢ়態に大き
くӨ͢ڹるɻ͜の大ḰۙࠎҐ部ંࠎをදと͢る一連の੬ऑ性ંࠎ高齢者の
సと強く関連͢るとしてۙ年͞Εており、ૅجとなるප態としてࠎ
ૈᱷ症Ҏ֎にもロコモティϒγンυローϜ、ϑレイル、αルコニΞ、ӡಈث
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ෆ҆ఆ症などがあるɻ
ロコモティϒγンυローϜ平成 19 年に日本ܗ֎Պֶ会がఏএした日本

発の֓೦であるɻॳհޢ༧を的として「ӡಈثのোのためཁհޢに
なるݥةの高͍ঢ়態」をロコモティϒγンυローϜ（ロコモ）とݺΜͩが、ͦ
のޙ「ӡಈثのোのため移ಈ機能のԼをきたしたঢ়態」とఆٛしなおしたɻ
ロコモの֓೦『移ಈ機能のԼ』にͬて『生活活ಈ制ݶ、社会ࢀՃ制ݶ、
ཁհޢ』などの社会的なোが生͡、ମ症ঢ়として『᙭௧、関અ可ಈ域制
Լ、όランス能ྗԼ』が生͡るɻ͜ΕΒྗے、ม化࢟、ॊೈ性Լ、ݶ
のো症ঢ়に一般ࢢຽが自分でૣ期にͮؾく͜とを的に「ロコνΣοΫ」
と͍͏؆қ࣭߲、よりৄࡉなථとମଌఆを組み合Θͤた「ロコモ
度テスト」がߟҊ͞Εた（ロコモ度 1、ロコモ度 2、͞Βに令和 2 年にロコ
モ度 3ɿ移ಈ機能Լのため社会ࢀՃが制͞ݶΕ、ମ的ϑレイルに૬しӡ
ಈثෆ҆ఆ症のレϕルに͍ۙঢ়態もఆٛ͞Εた）ɻ

มܗ性ක関અ症、มܗ性ࠊ症、ૈࠎᱷ症など中高年にଟ͍࣬ױをͭ࣋人、
ロコモ༧උ܉と͞Ε、40 Ҏ上の日本人でࡀ 4700 ສ人で、ྍがඞཁな
レϕルのロコモ 3 の֘者 580 ສ人とਪ͞ܭΕるɻޙड़͢るϑレイル、α
ルコϖニΞ大部分がロコモにؚ·Ε、年齢をྀ͢ߟるとロコモの΄͏がより
若年͔Β現Ε、ϑレイル༧に若͍世͔Βのロコモ対ࡦがඞཁと͞Εるɻ
令和 2 年にロコモ度の性・年齢別平ۉが発ද͞Εたɻ

ϑレイルのఆٛ౷一͞Εたج४な͍ものの 'SJFE ΒのධՁج४（1ɽମ
ॏ減গɹ2ɽ主؍的ർ労感ɹ3ɽ日ৗ生活活ಈྔの減গɹ4ɽମ能ྗ（า行
度）の減ऑɹ5ɽྗے（Ѳྗ）のԼ）が༻͍ΒΕる͜とがଟく、ͦΕͧΕに
४がఆめΒΕており、5ج ߲の͏ͪ 3 ߲Ҏ上֘した合がϑレイル、1
ʙ 2 ߲֘した合がલϑレイルとఆ͞Εるʦ3ʧɻ

αルコϖニΞと͍͏言༿もともとےが減るපؾと͍͏ҙຯをͭ࣋が、Ճ
齢࣬ױによりےྔが減গし全のྗےԼが生͡た݁果าくスϐーυが
くなり、ख͢りがඞཁになるなどのମ機能がԼ͢るɻ各国の研究ά
ルーϓによͬてͦΕͧΕの人छに応͡たαルコϖニΞஅΞルΰϦζϜ（6N
のา行テスト、ѲྗےྔのଌఆによͬてαルコϖニΞ͔ど͏͔をஅ）が
ఏҊ͞Εて͍るʦ�ʧɻ

ӡಈثෆ҆ఆ症日本のެ的อݥ制度のもと݈߁อݥのద応をྀߟした֓೦
で、ݪҼ࣬ױの͍͔Μに関ΘΒͣ「高齢化によͬてόランス能ྗ、移ಈา行能
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ྗがԼし、ด͜͡もりసϦスΫが高·ͬたঢ়態」とఆٛ͞Εて͍るɻ
அج४Լهの高齢化にともなͬてӡಈ機能Լをきた͢ 11 のӡಈױ࣬ث（ද�）
·たঢ়態のطԟがある͔·たጶױして͍る者で、日ৗ生活自立度なΒびに
ӡಈ機能がҎԼの機能ධՁج४に֘͢る者であるʦ�ʧ（ද�）ɻ超高齢社会をܴ
͑た日本ಠ自の、݈߁ण໋をԆ৳͢るための新し͍࣬֓ױ೦で、࣍にࣔ͢அ
の対となるɻ平成ྍ࣏としѻΘΕ、පӃでの『ױ࣬』४をຬた͢とج 18 年
4 月͔Β医ՊྍใुදにӡಈثϦϋϏϦテーγϣンの対として͞ࡌه
Εྍ࣏が開࢝͞Εたɻ

（ද̍）ྸߴԽʹͱͳͬͯӡಈػԼΛ͖ͨ͢��ͷӡಈױ࣬ث·ͨঢ়ଶ

①ѹഭ骨ંの変ܗ（ُഎɺ高ࠊ後ኪɾଆኪ）
②େḰ骨ܱ部骨ંなどの下肢骨ંɹ③骨ૈᱷ症
④下肢の変ؔੑܗઅ症ɹ⑤ࠊ部பࡥڱ症
⑥髄障害ɹ⑦ਆ経ɾױ࣬ےɹ⑧ؔઅϦϚν֤छؔઅ炎
⑨下肢அɹ⑩ظթচ後のӡಈثഇ༻ɹᶍ高සసऀ

（ද�）ৗੜࣗ׆立ͳΒͼʹӡಈػͷػධՁج४

1ɹৗੜ׆自ཱ判定ج४ϥϯΫ + ·ͨ " ʹ૬
2ɹӡಈػ：1）·ͨ 2）
1） ։؟ย15：ཱ࣌ى٭ ඵ未ຬ
2） 3m�UJmFE�VQôaOEôHo（56(）ςετ：11 ඵҎ上

：ৗੜ׆自ཱϥϯΫ
+ ：ੜ׆自ཱɹɹɹಠྗで֎ग़で͖Δ
"：४৸͖ͨりɹɹհॿなしʹ֎ग़で͖ない

͜のよ͏に現ࡏの超高齢社会にお͍て༷ʑなප態をͬたస・ંࠎ事ނ
大きな社会となͬており、ͦのϦスΫとなる࣬ױの֓೦อݥ制度にも
ଟ大なӨڹを༩͑て͍るɻಛにհޢอݥにお͍てॏཁな՝となͬており、స
、ંࠎをݪҼと͢るհޢอݥにおけるཁհޢ者のׂ合年ʑ૿Ճして͍るɻ
厚生労働省による令和元年の「国ຽ生活ૅجௐࠪ」の݁果でհޢがඞཁと
なͬた主なݪҼをཁհޢ度別にݟると、ཁ支援者で「関અ࣬ױ」（18�9ˋ）
のׂ合が࠷も高く、ҎԼ「高齢によるਰऑ」（16�1ˋ）、「ંࠎ・స」

（14�2ˋ）のॱであるɻ·たཁհޢ者「ೝ症」（24�3ˋ）、「݂ױ࣬
（ଔ中）」（19�2ˋ）、「ંࠎ・స」（12�0ˋ）のॱであͬたɻ͞Βに「ંࠎ・
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స」と「関અ࣬ױ」を合Θͤると、ӡಈثの࣬ױ͢でにཁհޢ全ମのݪҼ
の第一Ґとなり大きな社会となͬて͍るʦ�ʧɻ

͜のよ͏な社会ঢ়گのม化を;·͑、医ྍ研究研म部で平成 28 年度͔Β
「農ړࢁଜ地域の事ނ医ྍ等に関͢るௐࠪ・研究」をॏ研究ྖ域とし、ಛにస
సམ事ނに関͢るӡಈثの݈߁、ো、͜Εに関連͢る生活ڥ、移ಈڥ
等に関͢るௐࠪ研究も開࢝したɻ͜Ε·での「ަ௨事ނ医ྍ等に関͢るௐࠪ研
究」に関しても、大ֶ大ֶපӃ等との共同研究を行ͬてきたが、「స事ނ医
ྍ等に関͢る研究」にお͍てもઐՈとの共同研究がより一ඞཁと͑ߟ、平
成 28 年 4 月、౦ژ医ՊࣃՊ大ֶ（大ֶӃ）にδϣイントϦαーν࠲ߨ「ӡಈ
をઃஔし、共同研究ମ制の強化をਤる͜ととなͬたɻ「࠲ߨ態ֶܗ機能ث

͜の࠲ߨで「ӡಈثの݈߁のҡ࣋、なΒびに݈߁の્Ҽ子となりಘるӡ
ಈثのোの解໌、༧」を౦ژ医ՊࣃՊ大ֶ（大ֶӃ）のڭһとJA共済総
研の研究һが協働して研究͢るとしたɻ「高齢化がಛにਐ行し、医ྍ・հޢ
等༷ʑな社会が生͡て͍る農ࢁଜړଜ地域にお͍て、ӡಈثの機能、構造、
を総合的・ଟ֯的に解໌し༧͢る͜とにより、超高齢社会ো、ױ࣬、態ܗ
における農ړࢁଜの地域ॅຽ、Ԇ͍て国ຽの݈߁ҡ࣋、૿ਐをਤり、社会全
ମのެӹにد༩͢る」͜とを的としたɻ۩ମ的な研究༰「֎ইస事
ᡲےΕる関અおよびͦのपғの͞ىスポーπ、ストレス等の֎Ҽによりऒ、ނ
ো、·た超高齢社会をөして૿Ճにあるࠎ੬ऑ性ંࠎ等に͍ͭて、ྟ
চ研究、ϝκ解ֶ、ฒびにը૾அֶ等のख法をۦし、構造と機能の؍
͔Β、ͦの࣬ױ、োに͍ͭて解໌͢る」͜とであるɻδϣイントϦαーνߨ
者地域ॅຽ対ױ、医ྍに͔͔Θる主な業としてނઃஔҎདྷ、స事࠲
のྍ、ମྗଌఆなどのデーλऩूと解ੳ、පӃ地域ॅຽ対のߨԋ会
ମૢࢦ導、ଌఆ会を௨͡たܒ発活ಈ、研究݁果の国֎のֶ会発දの΄͔ઐ
主ཁจに関͢る大ֶでのϓレスϦϦースϗーϜϖーδでの、ࡌܝのจࢽ
ใ発৴などをܧଓして͍るɻ

超高齢社会における医ྍհޢ、福祉などの社会อো費の૿大、స・ࠎ
ં、関અ࣬ױ、ೝ症݂ױ࣬などのපؾのみなΒͣ、高齢者のަ௨事ނ
の૿Ճ҆全な移ಈのなどをͬてଟذにΘたる大きな社会となͬて
͍るɻंの҆全性の上自ಈӡసٕज़の開発、ύーιナルモϏϦティデϚ
ンυόスなど新たなコミュニティーでの移ಈखஈ、͞Βに͜ΕΒのแׅ的な
解としての「生活・移ಈ・ॅ߁݈・ڥを݁びͭけるスϚートγティー」の開
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発研究など、大نでઌਐ的な研究がΜに行ΘΕよ͏として͍るɻ
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